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成績概要書(2006年 1月作成)
研究課題：道央地域におけるりんどうの栽培指針

(リンドウの栽培法改善試験、りんどうの栽培法改善による産地支援)

担当部署：花・野菜技術センター 技術体系化チーム

空知南西部地区農業改良普及センター

予算区分：道費(2001 ～ 2002 年度)、道費(革新、2003 ～ 2005 年度)
研究期間：2001～ 2002年度(平成 13～ 14年度)、2003～ 2005年度(平成 15～ 17年度)
1 目的

北海道におけるりんどう産地での生産安定化を目指すため、地域に適合した高品質栽培

技術の確立を図る。

2 試験方法

1) 育苗法の検討

(1) 発芽率向上の検討：低温処理期間、ジベレリン(GA)、光が発芽に及ぼす影響を調査
(2) 育苗培土の検討：3 種類の培土による生育と土壌特性を調査
(3) 灌水条件の検討：頭上灌水と底面吸水による生育を調査
2) 半促成栽培の検討(2002 年現地定植、2003 ～ 2005 年調査)
供試品種：「スカイブルーながの」、「スカイブルーしなの」、「ホワイトベル」

3) 施肥法の検討

(1) 養分吸収パターンの経年的調査(2002 年定植、2003 ～ 2005 年調査)
供試品種：「スカイブルーながの」、「スカイブルーしなの 2 号」、施肥量：緩効性 N
入り肥料 N14.3,P2O517.6,K2O14.3kg/10a、各年 5 ～ 9 月に株採取、生育・養分吸収量調査

(2) N 施肥量の検討：増肥による切り花への影響を調査(2005 年現地調査)
供試品種：「スカイブルーながの」、「スカイブルーしなの 3 号」、施肥量：緩効性 N
入り肥料 慣行(N10+5kg/10a)、増肥(N12.5+7.5kg/10a)、分施増肥(N10+10kg/10a)

4) 産地における発生障害事例(2004 ～ 2005 年現地調査)
(1) 産地における株枯れ症状の一事例：現地実態調査および土壌調査
(2) 産地における発生病害虫
3 成果の概要

1) 育苗法の検討

播種前に 0 ℃、10 日以上吸水処理を行い、播種後覆土をせずに管理することにより発
芽率が向上した。吸水時の 50ppm GA 処理により発芽促進効果がみられた。育苗には pH5.0
～ 5.4、固相率 9.6%、有効水分保持量 28.8ml/100ml に準じた特性を持つ培土が適当であっ
た。発芽揃い後 20 日までを目安に底面給水から頭上灌水に変更すると、育苗時の欠株率
を低く抑え定植時の苗質が向上した(表 1)。
2) 半促成栽培の検討

2 月上旬よりハウス被覆を開始することで萌芽期は露地栽培に比べ約 1 ヶ月早まり開
花期も 20 ～ 40 日早まった。切り花品質、採花本数は品種間差はみられたが露地栽培と
同等以上であった(表 2)。半促成栽培の採花時期は切り花単価が高く、定植 3 年目と 4
年目の所得は露地栽培より高くなった。

3) 施肥法の検討

5 ～ 6 月における N 吸収量は 10kg/10a 以上であった。慣行の基肥 N 量 5.2kg/10a では不
十分であり基肥を増肥する必要がある。また慣行の採花後の分施は不必要と考えられた。

「スカイブルーしなの 2 号」では「スカイブルーながの」より採花期が遅く、生育後半
に N 吸収量の増加が鈍化し N 含有率も低く推移した。現地試験の結果、採花期の遅い品
種では 6 月の分施増加により切り花品質向上がみられた。
4) 産地における発生障害事例

産地でみられる株枯れ症状について品種間差、圃場間差が見られた。また定植 1 年目
秋～ 2 年目春に多発した。多発圃場では未発生圃場と比較して乾燥しやすい傾向や排水
不良がみられた。その他、現地で発生している病害虫について病害 6 種、害虫 4 種を整
理した。

以上の結果から慣行との改善点および新たな栽培技術を組み入れたりんどうの栽培指

針を作成した(表 3、図 1、図 2)。
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図 1 りんどうにおける育苗指針

1 年目(露地栽培)

2 年目(露地栽培)

3 年目以降(露地栽培)

3 年目以降(半促成栽培)

図 2 りんどうにおける栽培指針

4 成果の活用面と留意点

1) 半促成栽培導入の際の参考とする。
2) GA 処理の登録使用回数は発芽前もしくは定植直前の 1 回である。
5 残された問題とその対応

1) 品種別、作型別の施肥時期および適正施肥量

播種期 萌芽期 定植期

0日 15日 35日 120日(128穴セル使用)-10日以上

灌水：発芽揃い後 20 日以降は頭上灌水に変更 GA処理：100ppm GAを葉面散布

種子休眠打破：

0℃10日以上吸水処理

50ppm GA浸漬で発芽

促進効果

育苗培土：pH5.0～ 5.4、固相率 9.6%、有効水分保持量 28.8ml/100ml
に準じた特性を持つ培土

灌水：底面吸水を行い用土を乾かさない

2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月
△

◇

◇

◇

半促成栽培：2月上旬にハウス二重被覆、
2 月下旬トンネルマルチ、4 月下旬以降順次撤去・換気

分施：採花期の遅い品種で増肥

分施

分施

基肥

基肥

基肥 分施芽整理

茎葉刈り取り

茎葉刈り取り

茎葉刈り取り

茎葉刈り取り

：育苗、△：定植
◇萌芽期、 ：採花

灰色かび病、
茎枯病発生注意 灰色かび病、茎枯病、

花腐菌核病発生注意

20～ 40日前進

早生：7下、中生：8下、晩生：9下開花芽整理

芽整理

基肥：緩効性 N 入り肥料 10kg/10a 採花後の分施は不要

※枠内は慣行との改善点および新たな栽培技術

※枠内は慣行との改善点および新たな栽培技術

GA処理はどちらか 1回に限定

処理区
対葉
数

葉長
(㎜)

葉幅
(㎜)

全根
長(m)

欠株
率(%)

定植まで頭上灌水 4.2 15.1 9.1 0.4 9.0

発芽揃いまで
底面給水

4.0 15.8 10.4 0.3 8.0

発芽揃い後20日
まで底面給水

5.0 20.8 10.1 1.0 9.0

定植まで底面給水 4.0 9.2 6.1 0.1 33.0

表1　灌水法の違いによるセル成型苗
定植時苗質(2002年調査)

※頭上灌水は1日30分ミスト灌水で行った

5段
以上

4段 3段 2段

半促成 2/28 6/25 107.0 3.2 3.7 0.9 11.2 62.7 18.2 93.1
露地 4/3 8/2 96.4 3.4 4.2 6.1 25.6 55.6 - 87.2
半促成 2/28 7/13 121.5 4.0 3.7 34.1 37.0 62.7 7.4 141.2
露地 4/3 8/5 103.8 3.3 4.4 5.8 22.2 71.1 - 99.1
半促成 2/28 7/15 121.6 5.1 3.7 83.1 18.2 16.0 0.0 117.3
露地 4/3 8/14 105.5 4.1 4.2 58.0 40.3 22.0 - 120.3

茎径
(mm)

表2 半促成栽培、露地栽培での切り花品質、採花本数(2003～2005年平均)

処理区 作型
萌芽
期
採花
期

切り花品質 採花本数(千本/10a)

切り花
長
(cm)

開花
段数

開花段数
総
本数

※「ながの」：「スカイブルーながの」、「しなの」：「スカイブルーしなの」
※切り花品質については切り花長50cm以上で開花段数3段以上の切り花を対象
※半促成栽培の採花本数については開花段数2段(ただし茎径が開花段数3段の切り花の平均以上のも
のに限る)の切り花も含める

ながの

しなの

ホワイト
ベル

播種時：覆土しない

慣行 改善点・新たな栽培技術
種子休眠
打破

0℃前後の低温で1ヶ月以上吸水か50ppm
GAに3～7日浸漬、またはその併用

0℃で10日以上吸水処理、処理時に50ppm GAを吸水させ
ることにより発芽促進効果

育苗培土 pH5.0～6.0、EC0.3～0.4
pH5.0～5.4、固相率9.6%、有効水分保持量28.8ml/100ml
に準じた特性を持つ培土

灌水法 (播種後は用土を乾かさない) 発芽揃い後20日迄を目安に底面給水から頭上灌水に変更
緩効性N入り肥料(N-P2O5-K2O)使用

基肥4月中旬10.0-12.3-10.0kg/10a
分施6月中旬5.0-6.2-5.0kg/10a
採花後の分施は不要
採花期が遅い品種では6月の分施を増加(N 10kg/10a)

露地栽培(4月上旬萌芽)

半促成栽培(2月下～3月上旬萌芽、採花期20～40日前進)
　2月上旬にパイプハウス二重被覆(外張り、内張り)
　2月下旬(融雪)にアーチパイプにトンネルマルチ
　4月下旬以降ハウス内温度が高くなったら内張り、トンネル
マルチ撤去、外張り側窓換気

作型

※慣行の栽培法については「花専科*育種と栽培　リンドウ」（誠文堂新光社）、野菜・花き栽培マニュアル２(JA南空知広域連合会)、北海道フラワーガイドおよび産地で
の実態等を参照

表3　りんどう慣行栽培の改善点および新たな栽培技術

項目

育苗

施肥法

緩効性N入り肥料(N-P2O5-K2O)使用

基肥4月中旬5.2-6.4-5.2kg/10a
分施6月中旬3.9-4.8-3.9kg/10a
　　　9月下旬5.2-6.4-5.2kg/10a


